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Proceedings for The 15th Congress of the European Association for Sport Management.

スポーツ消費の時系列分析
　スポーツ関連支出の変動と経済全体の指標である GDP の変動との関連について分析を行った。これら指標
の相互の影響には時間的ずれがあると考えられるので、時系列分析の枠組みの因果性分析（グレンジャー因果
性分析）の手法を用いて検討を行った。1994 年以降の四半期データにより分析を行った結果、スポーツ支出
の変動が GDP の変動に影響を及ぼすことはないことが明らかになった。GDP からスポーツ支出については、
統計的に有意ではなかったが、影響が及んでいる可能性が示唆された。明確な結論を出すためにはより長期の
分析や、時系列の取り方を変えた分析を行う必要がある。
　この成果についてヨーロッパスポーツマネジメント会議において口頭発表し、共和分分析なども検討する必
要があるとの示唆を得た。

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部専門科目においては、「スポーツ人間学」、「スポーツ人間学実験演習」、卒業論文の指導を通じて、スポー
ツ及び舞踊分野におけるマネジメントの考え方を学生に対して指導した。
　卒業論文は 3 名の指導を行った。卒業論文の分野は下記の通りである。
プロ野球のマネジメント（2）
コミュニティダンスのマネジメント（1）
　コア科目においては、必修科目である「スポーツ健康実習」の責任者として、授業を担当するとともに複数
の担当教員間で円滑な役割分担ができるように環境整備を行った。

「スポーツ健康実習」はカリキュラム改正に伴う授業内容変更後の3年目であった。授業自体は順調に進んだが、
一部クラスで教員 1 人当たりの人数が多くなっており、改善に向けての検討を開始した。
　大学院博士前期課程においては「スポーツマネージメント演習」の授業を担当した。この科目は文化マネー
ジメント副専攻の選択必修科目である。また、平成 19 年度入学生 2 名の主任指導教員として指導を担当した。
いずれも舞踊分野におけるマネジメントに関する研究に取り組んでいる。

スポーツ消費を説明する経済モデルの構築
国家レベルのスポーツマネジメントの比較研究

　スポーツマネジメントの分野は現在多くの大学において取り組みが始まっている注目すべき分野です。残念
ながら、スポーツマネジメントに関わる女性の数はまだまだ少数です。スポーツに興味を持っている人が集ま
ることを期待します。

　◆研究計画

　◆メッセージ




